




「深海」とは一般的に植物プランクトンが光合成できる限界とされて
いる「水深200m」より深い海のことで、 海洋全体の95%を占めて
います。 （ちなみに全海洋の平均水深は3,800m）
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「しんかい６５００」の調査スケジュール
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世界の200海里水域における深度別海水体積ベスト5

パネル1-３

笹川平和財団海洋政策研究所「OCEAN NewsLetter」第123号より引用



パネル1-４

https://alivevulnerable.com/basic/volcano-distribution/より引用

世界の主な海溝



パネル２-１

・地球環境部門
・海洋機能利用部門
・海洋地震火山部門
・付加価値情報創生部門（VAiG）
・超先鋭開発部門
・変動海洋エコシステム高等研究所
・技術研究開発部門
・研究プラットフォーム運用部門

・SIP海洋統括プロジェクトチーム

海洋研究開発機構（JAMSTEC）HPより作成



新青丸

ちきゅう

2005年建造・研究者50名、船員150名
全長210.0m・喫水9.2m

地球深部探査船

56,752トン 4,517トン

1,635トン

2013年建造・研究者15名、船員26名
全長66.0m・喫水5.0m

東北海洋生態系調査研究船

みらい

1997年建造・研究者46名、船員34名
全長128.5m・喫水6.9m

海洋地球研究船

8,706トン

よこすか深海潜水調査船支援母船

4,439トン

1990年建造・研究者15名、船員45名
全長105.2m・喫水4.7m

5,747トン

2016年建造・研究者38名、船員27名
全長100.5m・喫水6.0m

かいめい海底広域研究船

白鳳丸

1989年建造・研究者35名、船員54名
全長100.0m・喫水6.3m

学術研究船

4,073トン

JAMSTECがもっている船舶
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ハイパードルフィン

2000年完成・最大潜航深度 4,500ｍ
全長3.0m・幅2.0m・4.3トン

ROV無人探査機

2013年完成・最大使用深度 4,500m
全長3.0ｍ・幅2.0m・5.5トン

「かいこう」システムROV無人探査機

じんべい

2012年完成・最大潜航深度 3,000m
最小探査高度 10m ・全長4.0m・幅1.1m
最大速力3ノット

AUV自律型無人探査機

HOV しんかい6500

1989年建造・最大潜航深度 6,500m
搭乗可能人員3名 全長9.7m・幅2.8m
最大速力 2.7ノット

有人潜水調査船

KM-ROVROV無人探査機

2016完成・最大潜航深度 3,000m
全長3.0ｍ・幅約1.7ｍ・3.9トン

うらしま

2000年完成・最大使用深度 3,500m
航続距離 300km以上・全長10.0m・幅1.3m
最大速力 3ノット

AUV自律型無人探査機洋上中継器

2017年運用開始、速力 ３ノット
全長4.45ｍ・幅1.95m・1.5トン
稼働時間:48時間

ASV

自律型無人探査機 AUV-NEXT

全長：5.6m、胴体幅：1.8m、胴体高さ：1.7m、
重量：2,300kg、速力：4.5kt

JAMSTECがもっている深海探査機

海洋研究開発機構（JAMSTEC）ご提供
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Theme 01
レアアース生産技術の開発

Theme 02
海洋環境影響評価
システムの開発

Theme 03
海洋ロボティクス調査技術開発

Theme 04
海洋玄武岩層を活用した
大規模CO₂貯留・固定化技術
に関する基礎調査研究

https://www.jamstec.go.jp/sip3/j/themes/より引用

パネル２-４

https://www.jamstec.go.jp/sip3/j/themes/


パネル４-１

https://www.jamstec.go.jp/steam/material/index.html#linkm04より引用

https://www.jamstec.go.jp/steam/material/index.html#linkm04
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2023年12月21日～2024年1月20日
南鳥島6,000m海域の調査に成功
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音響基盤地層の反射面

音響基盤地層の反射面
断層に伴う音響基盤の高まり

•調査船と「しんりゅう6000」のデータ：同一ライン上
•観測機器（センサー）と海底の距離が近いほど、海底や地層の反射面・音響基盤の構造が明瞭
• 「しんりゅう6000」：高度20mで安定した機体制御可能⇒20cm程度の精細な地層反射面や複雑な音響基盤

地形・断層構造が把握可能

調査船：観測機器 洋上

「しんりゅう6000」：観測機器高度20m

無断転載・無断使用不可
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パネル５-１

https://www.otv.co.jp/okitive/article/36631/より引用



パネル５-２

https://www.fiberlabs.co.jp/tech-explan/about-rare-earth/より引用



パネル５-３海底のレアアースってどんなもの？

経済産業省ホームページ http://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/kaiteinessuikosho.htmlより引用


